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た高温高圧下における、1)放射光 X 線回折、2)X 線ラジオグラフィーによる試料長の直接測定、
及び 3)P 及び S 超音波速度測定の３者を組み合わせることにより、初めて可能になった。本研
究では、圧力 2～5 GPa、温度 300～1173K の広範な温度圧力範囲に亘って、弾性 P、S 波の両者
共それらの速度が連続的に変化することを見出した。即ち従来、シミュレーション及び高圧実験
に基づいてその可能性が示唆されていた、非晶質－非晶質間の 1 次相転移は何ら観測されなか
った。また、650 及び 800K における 0～6 GPa までの等温圧縮、及びそれに引き続く等温減圧過
程での P 及び S 波速度測定から、圧縮過程時には、両温度共、3～4.5 GPa 付近で、P 及び S 波速
度がともに極小になるとの極めて興味深い結果を今回初めて見出すことに成功した。加えて 650
及び 800K での等温圧縮とその後の減圧過程が不可逆であり、その結果高密度化シリカガラスが




また、平成 26年 10月 30日、論文内容およびこれに関連する事項について試問を行った結果、
合格と判定した。 
